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掲載日：2011 年 2 月 8日

平成 23 年 02 月 08 日 「スキー場まつりのこと」

2 月 6 日（日曜日）は Asahi 自然観スノーパークのスキー場まつりに参加してきました。

朝 9時半

自然観に辿りついたウサヒは、

産業振興課のオカザキさんの運転するスノーモービルで会場入りしました。

（この時のアグレッシブな運転で、実は財布を落としたのだけど、それはまた後の話で）

会場にはすでにたくさんのお友だちが集まっていて、

開会式の 10 時にはご覧の様子でした

▲豪華景品への期待をふくらませて集まった猛者たち



なんといっても今日は豪華景品がもらえるゲームが目地色押しなんです。

開会式で開催される「ジャンケンゲーム」の賞品はNintendo の Wii

スキー場内に隠された番号札を探して景品がもらえる「アスレチックスキー」の賞品はナノ E

（空気清浄機）

雪の上に立った旗を取り合う「スノーフラッグ取りゲーム」の賞品はスキーゴーグル

自分のゴールタイムを予測してソリをすべる「なんちゃってタイムレース」の賞品は空気清浄

機（加湿、除菌もできる）やファンヒーター

子どもも大人も欲しいアイテムが盛りだくさんで、

コレは熱い戦いが期待できそう。

かくいうウサヒもみなぎるやる気でこんなポスターまで用意して

みんなに参加を呼びかけていたほどです



ジャンケン神・・・そう呼ばれていた時代もありました・・・

天気にも恵まれ絶好のゲーム日和です。



▲「本当に Wii をくれるんだろうな？」と詰め寄られるウサヒと町長（緑の帽子）

町長 「ウサヒはすごい人気だね。」

ウサヒ 「これは、あきらかにこのゲーム機の人気です。」

あまり待たせると暴動も起こりかねないので、

開会の挨拶スタート



町長さんのあいさつ

町長 「（これが Wii の効果なのか・・・おそるべし）」

※（ ）内は町長さんの心の声です。

そしていよいよゲームスタート！

旅のココロ館のカワゴエ姉さんの軽快な司会進行によって



ジャンケン神降臨！！

まずは基本ルールの確認

ウサヒとみんなでジャンケンをし、負けた人は抜けていく

最終的に残った一人が優勝

晴れたスキー場。吹き抜ける風。決戦の予感。

そこでふと、司会のカワゴエさんが

カワゴエ 「そういえば、ウサヒの手袋ってミトンだけど、ジャンケンできるの？？」

※ミトン型手袋とは、親指だけ独立した形の手袋であり、グーとパーしか出せない。



▲この形の手袋をミトン型という。（確かにチョキは出せない）

この、ジャンケン的には圧倒的に不利になるかもしれない問いに対し、

ウサヒは不適なジェスチャーで答える

（ジャンケン神はあまりしゃべらないキャラクターでやることになっているので）



ウサヒ 「（問題ない）」

  

そして、注目の一回戦がスタート

「最初はグー！！ジャンケン・・・・ポン」

・・・・



・・・・・・・

さらに拡大



チョキ出してる！！！！

カワゴエ 「ミトン型手袋は罠だったのか！！」

ウサヒ 「その通りです」

さっきの写真をよく見てみると



ミトンの下に何か別の手袋が隠されている！！！

懲りない

悪びれない

ある意味期待を裏切らないそれが桃色ウサヒ。

（たぶん、この辺が町の公式イメージキャラクターになれない理由）



▲不敵なポーズは勝利のしるし！！子どもたちの不平の声は聞こえない。

しかしながら、ウサヒの性格を読みきった参加者も多く

2 回戦以降も戦いは続き・・・

▲「まぁ、ウサヒだから・・・」という理由からパーを出さなかった人たちが多数

激戦の末に勝利したサタケ君に



ウサヒ 「おめでとう、今日からは君がジャンケン神だ！！」

Nintendo の Wii は手渡されたのでした。

おめでとう！！！

その後、開会宣言があって、スキー場まつりは盛大のスタートしたのでした。



▲ジャンケンで興奮しすぎた会場で開会宣言 （ウサヒの手はミトンに戻っている）

もちろん、スキー場まつりはまだまだ続きます、

この続きは明日の日記で！


